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Japan-s ODA has been well known as one pursuing its own "economic interest. However, after the 1990s, there
took place some shift from economic growth pursuing a type to social developmenトoriented one･ This paper
examines the new orientation in Japan's ODA, which has been shaped in the 1990s through ODA Guidelines
(1992), New Aid Polcy adopted at the DAC forum (1996), Final Report of the Committee on ODA Reform (1998)･
ヽ
Mid-term Policy of ODA (1999)I In particular, it analizes the notion of "human security emphasized in the
Obuchi Cabinet after 1998 and discusses the conditions for effective inclusion of this idea in Japanese ODA system
and practices. In fact, through the economic crisis which hit Asian countries in 1997-98, the Japanese loans offered
were not necessarily used for human security purposes. There are much efforts to be done in order to implement






















































































































構想｣ (initiative for Sustainable Development-ISD)を発表した｡


































































































































































































































































































































































DAC ( 1989) , Development Cooperation in the 1990s, OECD･
ESCAP ( 1 998) , Asia Land the Pacific into the Twenty-First Century: Prospects for
Social Development, United Natioi-s Sales No. E.98. II.F･73･
UNDP ( 1 994) , Hum'an Development Report 1994, Oxford University Press.
World Bank (1993),EastAsianMir.'acle　邦訳『東アジアの奇蹟』東洋経済新報社)
(春稿は,一九九九年三月一四--五目,早稲田大学国際会議場で開催さjtた国際会議｢経済危機後
アジアの社会発展｣に提出した英文報告を土台としたものである｡)
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表1アジア経済危機への対応のため具体化されたODAによる支援
アジア通貨･経済危機への対応として,総額約800億ドルにのぼるアジア支援策を表明｡そのうち9()年8月までに約680億ド
ルを具体化し, ODAとしては約67億ドルを実施｡
主な課題として, ①金融システム整備や構造調整等の経済構造改革, ②保険･医療や箆園教育のための紬変整備等社会的弱
者対策, ③法整備や産業育成等の人材育成等があり,桐丈は,これらの課題に対しODAにより以下の支援を行ってる｡
Ⅰ.経済構造改革支援
1･円借款による経済構造改革支援:3.368億円(約27.1億ドル)
保険･栄養セクター開発計画(インドネシア),経済復興･社会セクター･プログラム･ローン(タイ),メトロマニア
大気改苦セクター開発計画(フィリピン),経済改革支援借款(ヴイエトナム)等
2･ノンプロジェクト無償資金協力による支接:145億円(紬.2億ドル)
実施国:フィリピン,ラオス,タイ,インドネシア,ヴイエトナム
31円借款によるインフラ整備及び農業･農村等支援:約>.420億円(約19.8億ドル)
地方開発･擢用創出･農業信用計軌農業セクターローン(タイ),ポートデイクソン火力発揖所リハビリ計画(マレ
イシア), 11出方上水道整備計軌　農地改革インフラ整備計画(フィリピン),他12件
4.円借款によるその他支援:約986億円(釣R.1億ドル)
j二業部門鋸ヒ計帆交通企画管理計画(タイ),中小企業細長基金計画(マレイシア),二Ⅰ二業･支援正業拡充計画11,鍾
業公割祉支援政策金融計画11,ピナツボ火山災吾緊急復旧計帆パッシグ･マリキナ川河川改修計画(フィリピン)
5_･円借款案件等の円滑な実鮪を確保するためのローカルコスト支援:約364tSP:約2.8億ドル)
既往案件内貨融資(タイ)
計:約7.283億円(約58.9億ドル)
Ⅰ.社会的弱者支援
1･円借款セクター･プログラム･ローン(SPL)の見返りfi金並びにノン･プロジェクト鋸'{資金協力及び見返り資金によ
る社会的弱者対策
2･インドネシアに対する医薬品等購入のための緊急無償接助:約40億円(約0.33億ド)V)
3.インドネシアに対するコメ支援
政府米70万トンの貸付`及び貸付米の輸送費等支援:約73.4億円(約0.62億ド)¥<)
無償援助5万トン程度:供与限度額23億円(約0.18億ドル)
4.インドネシアに対する食柁増産援助: 14.5億円(約0.12億ドル)
5･国際シンポジウム｢アジア経済危機と健康十人聞中心の対応｣の開催:98年4月27El　東京保健･医療分野等における弱
者への岩響に関するシンポジウム
6.保健･栄養セクター開発計画(インドネシア,円借款) :352.8億円(約3億ドル)
7.ソーシャル･セーフティ･ネット･借款(インドネシア,円借款) : (452億円)
8.号引奉l地域中等教育拡充計画(フィリピン) :72.10億円(約0.6億ドル)
計:約935億円(約7.9億ドル)
Ⅲ.人材育成支援･留学生支援
1.人材育成支援
U! FJ蝣ASEAN総合人材育成プログラム(5年間で2万人)
(2) JICAベ-スで追加的に1,000人の緊急人材育成: 26億円(約2,000万ド^)
(3)海外技術者研修協会が追加的に1,000名以上の研修生受入: 20.7億円(紬,8O0万ドル)
産業のrH亥を担う人材に対する1万人規模の現地不胴1 : 28.2億円(約2,400万ドル)
(4)円借款を活用した人材育成
タイ:産業人材育成センター建設串某:25.73億円(約0.2億ドル)
マレイシア:サラワク大学建設計画: 185.49億円(約1.54億ドル)
2.留学生支援
(1)政府派遣留学事業継続のための緊急無償援助
マレイシア:約4.5億円(424万ドル上　タイ:約1億円(95万ドル)
(2)円借款を活用した留学生支援
マレイシア　東方政策:140.26億円(1.16億ドル)
高等教育借款基金計画Ⅲ : 52.85億円(約0.44億ドル)
(3)東南アジア諸国及び韓国からの私費留学生を対象に一時金5万円の支給: 3億円(約230万ドA<)
(∠日　東南アジア諸l覇悦び韓国からの私f(留学生向け奨学金の支給及び留学生宿舎建設奨励金の交付: 32億円(約2,500万ドル)
計:約520億円(約43億ドル)
(症)上記の3つの課題への対応策には山都重複ありo
(出所)外務省(一九九九d)
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図1心の豊かさか,物の豊かさか
* 1物質的にある程度豊かになったので,こjtからは心の豊かさやゆとりのある生活をすることに重
きをおきたい
*2　まだまだ物質的な面で生活を豊かにすることに重きをおきたい
(出所)総理府広報室(-九九七)｡なお1972-80年間は年2回調査を行った年があるO
図2 1998年における日本の二国間ODAの分野別配分(約束額ベース)
(出所)外務省(一九九九a)
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